































































H2（1990） 82   100 97
H3 67 99 100
H4   100 77 91
H5 69 76 77
H6 57 61 77
H7 51 57 81
H8 86 59 83
H9 43 45 71
H10（1998） 46 44 60
となっており，商学部，経営学部は何らかの対策が必要とされました。
一方，幸いにも「大学入試センター試験」を導入することで，法人は試験会場として教室と監督者を提供
することとなり，そのための経費がセンターから提供されます。さらに，「大学入試センター試験制度を利
用して専修大学を受験する受験者」については，受験生の成績がセンター試験終了後コンピュータ用のデー
タとして専修大学に提供され，コンピュータで合否を判定するだけで，「入学試験」のためのコストはほと
んど不要でした。かつ「大学入試センター試験制度」を利用して専修大学を受験する受験生の受験料収入が
法人に入ることでした。
理事会で「大学入試センター試験」を利用した受験生の受験料を決定する際に，一般入試の受験料と同じ
（3万5千円）にと主張する法人理事と，安くすべきだとする教員理事とで論争があり，結局は安く決定され
た記憶があります。その結果，平成11年度「大学入試センター試験」は平成11年1月16日・17日に実施さ
れ，次のような結果になりました。
平成11年度商学部商業学科「大学入試センター試験」結果
ちなみに「大学入試センター試験」結果発表は2月11日，手続き締め切り2月19日でしたが，手続き者見込
み者35名の手続き結果については資料が見つかりませんでした。
その後「大学入試センター試験」は他学部でも採用され現在に至っています。
カリキュラム改革とセメスター制
商学部のカリキュラム改革とセメスター制の導入は，「大学入試センター試験」導入の項でも記したよう
に，商学部もしくは専修大学全体への受験生の大幅な減少を受け，大幅なカリキュラム改革，学科名の変更
をも含めさらに授業形態の抜本的改革が求められました。
その結果，学部改革検討委員会が次のメンバーを委員として設置されました。
小島崇弘・大西勝明・川村晃正・江原淳・関根孝・上田和勇・小藤康夫
小口登良・三友仁志・中村友保・内野明・鳥羽至英・柳裕治
以上13名ですが，その後，小口登良先生は逝去，中村友保，江原淳の2名はネットワーク情報学部へ，さ
らに鳥羽至英，三友仁志の両名は他大学へ転出しています。
学部改革検討委員会は，第1回が平成10年3月27日から7月7日までの間に10回開催され，平成10年7月14日
の第7回教授会において「商学部改革について」が示されました。主な内容は以下の通りです。
1．　商業学科は「流通・マーケティングコース」「金融・証券・保険コース」「産業システムコース」の3
コース制を採用し各々定員200名でスタートすること
2．　教育効果を考慮し，3段階の専門科目群として
募集定員 35名
受験者数 1474名
合格者数 275名
合格者内訳
現役 130名
浪人 145名
男女別
男子 216名
女子 59名
　　「教養科目28単位」
　　「専門科目群学科共通専門科目群88単位，そのうちにコース専門科目群40単位を含む」
　　「卒業要件単位12単位」合計128単位とする
3．　セメスター制の採用
4．　商業学科の名称変更は別途検討する
その結果セメスター制は平成12年4月入学の1年生から開始され，商業学科は学科名も「マーケティング学
科」に変更され現在に至っています。セメスター制の採用による混乱としては，新入生は週2回の授業とな
り半期で成績が付き，一方在校生は週1回の授業で半期または通年の授業となり，セメスター制導入の初期
には先生方には週2回の半期授業と通年の授業をミックスして担当されました。
その後はセメスター制が軌道に乗ると，海外留学の予定の先生は自分の担当科目を前期に集中して授業を
担当し，後期には海外留学に赴ける等の便利さも備わりましたし，従来は自分の代わりに担当してくれる非
常勤講師を探す手間がなくなりました。
専修大学の全体のセメスター制導入についての最大の貢献者は大西教授で，学部長時代に大変努力されて
います。ご苦労様でした。

